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旧池尻中学校跡地で進行中！
事業者と地域住民、ビジネスと学びと暮らしが
シームレスにつながる新プロジェクト

廃校から新たな価値創造を

 その旧池�中�地では、スモールオフィスや

コワーキングスペース【�1】、��・物�ショ
ップなどが並ぶ�業・働くエリアと、スクール

やブックラウンジなどの�び・�流エリアがシ

ームレス【�2】につながる�たなプロジェク
トが�⾏中で、令和7年の開�を⽬指していま
す。

 「（��）�⽥�village」と�付けられたこの
プロジェクトは何を⽬指し、��や事業者はこ

の場�をどう活⽤できるのか、その��をご�

�します。

 

 平成16年に��となった旧池�中��。その
�、地域の思い�として�る��の�をそのま

まにして、�代を超えて�もが�⼀度�うコミ

ュニティの場、さまざまなものづくり体�を�

して��が�流できる場、また、地域の�業や

�業を促�する�点「�⽥�ものづくり��」

として⽣まれ�わり、活⽤されてきました。�

��地活⽤の�事例として�国から��に�れ

る�も�い�⽬��でしたが、これからの時代

に�められる��性に��するため、耐���

⼯事をきっかけに令和４年5⽉に閉�しました。
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�かしき��の⾵�。

ここでまた�たな��い

に�れ、�いに�び、

ともに成�していく。

 ビジネスモデルはもちろん、�々の価��に

も⼤きな��を�えた�型コロナウイルス�染

�。⾏動制�により、もともと�⽥�の�みや

ユニークポイントであった、��・�⾯ビジネ

スは⼤打�を受けました。コロナ�を�て、あ

らゆるサービスで⼀�のDX（デジタルトランス
フォーメーション）�が�られており、この流

れは不可�なものになっています。�⾯、�と

�の�流や�⾯コミュニケーションの価�が再

��され、いかに“�⽥�らしさ”を�き�いだ
まま、価�や事業をアップデートさせていける

のか——それが�たな�題となっています。
 ⼀�、「⽣活」に⽬を向けると、�たちの⽣

活を�り�く��や地域の�題は���・��

�しており、��保�やSDGs【�3】への�
�、����への�⾏などが��の�題です。

これらの�題は事業者によるソーシャルビジネ

ス【�4】としての活動による�決が不可�
で、それは��を�き�んでの動きにより、よ

り�果的に�現するもの。�まで�上にさまざ

事業者・起業家と地域住民の交流で
持続的な地域経済の発展を目指す

まな事業者・�業�と地域の��が�められて

います。

 そうした時代の��に��するため、「（�

�）�⽥�village」は、�業活性�の�点とし
て、�たなビジネスや�内�業の発�、地域�

題や���題を�決するための��や��をす

る場を提供します。それにより、�内�業の活

性�や�たな価�を⽣み�す�材の�成と、�

⽥�の��を兼ね�えた�度な��の持�可�

な地域��の構築を⽬指します。

 �体的には「��な�業�材が�たな価�を

��する場」「����のため��な働き�の

�援�点」「未来を担う�どもへの�たな�び

を��する場」「地域�性を活かした�わいを

つなぐ場」という4つのコンセプトのもと、ス
モールオフィスやコワーキングスペース、チャ

レンジショップ【�5】、スクール、�⽬的カフ
ェなどの��を持ち、それぞれが�わり�いな

がら事業を発�させていく形を��していきま

す。
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「（��）�⽥�Village」の4つのコンセプトをかたちにしたイメージ
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 では、�体的にどのような��や�間が想�

されているのでしょうか。

【�業�間】����∕物���

まるでミニ��街のように、���やユニーク

な�品を�う物���が並びます。�⽥���

のライフスタイルと�和性が�く、かつこれか

らの時代を⾒据えた��ある��が並ぶ予�で

す。「（��）�⽥�village」への��から、�
⽥��内・�国への�開を⾒据える事業者の�

�も期待しています。

【チャレンジショップ】

「（��）�⽥�village」で予�されている�
業�援プログラムの��者を中�に、�めてシ

ョップを��する�たちが活⽤します。���

�をサポートしつつ、��や��の����の

ためのノウハウ、ネットワークも「（��）�

⽥�village」が提供します。

【�⽬的カフェ】

性別や年代、��の有�等にかかわらず、すべ

ての�が�しめるようにユニバーサルなメニュ

ーや内�に配慮したカフェ。可�性のある��

とバリアフリーな��でイベントや�⽰�など

さまざまなニーズにも��が可�です。�もが

気軽に�れ、気軽に利⽤できます。

子どもも大人もチャレンジできる！
「働き・食べ・学べる」に世田谷らしさを内包

【スクール】

�どもたちの��の可�性をサポートするスク

ール��も兼ね�える予�。「レッジョエミリ

アアプローチ」と呼ばれる、�どもの主体性・

��性を重�する���をベースに、アートや

科�から�、�などさまざまなジャンルのプロ

グラムの提供を予�しています。また、��内

の「働く⼤�」を⾒ることでアントレプレナー

シップ【�6】を�成し、�⽥�で�たなチャ
レンジを�こすことを促す⼀�、その�どもた

ちの�から⼤�も�たな気づきを得られるよう

な�流の��を作る予�です。

【コワーキングスペース】

「働く場の提供」だけでなく、事業者間の��

や共�を⽣む�流の仕掛けやマネージャーによ

る助�、�⼆�業やスタートアップ�援、リス

キリング��の場となるようなプログラムを�

�。リモートワークなど�とのつながりが希�

になりがちな働き�に�し、共有ラウンジやシ

ェアキッチンでの�流も�じて、�たな��い

が⽣まれる��な働き�を�援できる場を��

します。

【スモールオフィス】

�内���業の事業者が事業をアップデートす

る�のパートナーとなる事業者や�⽥��内は

もちろん、��も�めたローカル�業の東��

点としての活⽤なども想�しています。単にオ

フィスを構えるのではなく、�業地�の��や

�業が他の��者とのコラボレーションを促�

する仕掛けも構想しています。
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【ブックラウンジ】

地域に開かれた�間の�⼝として、���業や

コワーキングスペース利⽤者だけでなく、�れ

た�が幅�いテーマの書棚で良�なインプット

を期待できる�間とします。

【体��】

従来からの団体利⽤の貸し�しはもちろん、ク

ラブハウスを��して独⾃のコンテンツを提供

し、�味やマインドフルネス、コミュニティづ

くりに�じた場の提供を⾏います。また地域で

活動するプロチームが��する��やスポーツ

フェスティバルの����も想�しています。

【�場（��）】

キッチンカーや�動�売などの��を�じて、

⽣活者と事業者の�流とにぎわいを��しま

す。事業者にとっては��や他の事業者との�

流の場にもなります。また、事業者の成�に�

かせないマーケティングや����、��テク

ノロジーの��フィールドとしての⼀⾯も持ち

�わせます。

 事業者と地域��が�流し、�たな価�を⽣

み�していく。その��を⾒つつ、さまざまな

����プロジェクトを�して“挑む⼒”を�ん
だ�どもたちが、�たな�業�となっていく。

そういったポジティブな��を�ろうとしてい

る「（��）�⽥�Village」。�⽥�で�たなチ
ャレンジをしてみたい�の��を�よりお待ち

しています。

【�1】コワーキングスペース�さまざまな属性の利⽤者たちが
同じ場�で�と椅�などをシェアしながら仕事をする場�のこ

と。

【�2】シームレス���や�い⽬がなく、⼀貫している��を
指す。

【�3】SDGs�「Sustainable Development Goals（持�可�な
開発⽬標）」の略�で、この地�で暮らし�けていくために、

2030年までに�成すべき⽬標として�められたもの。
【�4】ソーシャルビジネス�地域��の�題�決に向けて、�
�、NPO、�業など、さまざまな主体が協⼒しながらビジネスの
⼿�を活⽤して�り�むこと。

【�5】チャレンジショップ���的な開業の前に⼀�期間��
的な開業ができる��。

【�6】アントレプレナーシップ��業�精�。�業に�らず、
�事業��や���題�決に向け、�たな価���に�り�む�

�や発想・�⼒等を指す。

��内�で�まれる

さまざまな�流と

にぎわいが、

�⽥��を彩っていく。
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